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第 1 章　はじめに

2013年に発表された気候変動に関する政府間パネルの第 5 次報告書（IPCC AR5）によると、気候システム

の温暖化は疑う余地がないとされ、その根拠となる観測的事実やモデルを利用した理論的裏付けが示された

（IPCC, 2013）。また、IPCC AR5で用いられた排出シナリオのうち、最も温室効果ガスの排出量が増えると想

定される RCP8.5シナリオでは、21世紀末の世界の平均気温の上昇は2.6～4.8℃の間に入る可能性が高いと予測

された。ところが、我々の関心が最も高いのは、地球全体の平均気温の変化よりも、自分の住んでいる国、更

にはもっと細かく、自分の住んでいる都道府県や町がどうなるかということであろう。そのような細かな気候

の変化は、地方の経済・産業のみならず、人間の健康や生活にまで影響を及ぼすと考えられる。そして、それ

に対して、政策の立案者は何らかの対策を講じなければいけない。気象庁は、その判断の基となる地域毎の細

かな温暖化予測を「温暖化予測情報」という形で数年毎に出している。気象研究所では、その情報を出すため

に必要な地域気候モデルを開発し、その計算結果についての詳しい解析を行っている。

詳しい個々の要素の将来予測については、「温暖化予測情報」を参照していただくとして、ここでは、「温暖

化予測情報」を制作するうえで元となったデータがどのようなものであり、どのような特徴があるのかを述べ

るとともに、その利用にあたっての注意すべき点を中心に述べていきたい。特に、単に現在気候の再現性や統

計的な将来の気候変化予測を述べるだけではなく、なぜそのような結果になったのかというメカニズムを含む

解析や、それを裏付ける補足実験の結果についても紹介している。また、要素毎のバイアス補正の方法と、そ

れによる将来予測の結果について記述しているので、このデータを利用する際の参考としていただきたい。

さらに、IPCC AR5で用いられた温室効果ガスの排出シナリオに基づいた日本付近の気候変化予測実験につ

いても述べている。NHRCM を利用した日本付近の温暖化予測データは、様々な格子間隔、様々なシナリオに

よるデータがあるが、その特徴を十分理解して、目的に合った使い分けをしていただきたい。最後に、現在の

NHRCM の開発状況について述べているので、今後出されるであろう RCM による予測結果を利用する計画に

役立てていただきたい。このように、本報告書は、気象研究所における NHRCM による研究成果をまとめてお

り、NHRCM を使った地球温暖化予測情報第 8 巻（気象庁，2013）をはじめとする、その他将来予測データの

利用の際に役立ていただきたいと考える。
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